
2018年9月6日午前3時 北海道胆振地方中東部を中心に、最大震度7を記録した地震が発生してから2か月がたとうとしてお
ります。被害にあわれた皆様には心よりお見舞い申し上げますとともに、一日も早い復旧をお祈り申し上げます。自然災害におけ
る恐ろしさをコトあるごとに気づかされ教えられます。この教訓を生かして未来に向けて一歩ずつ進んで行きたいです。
今回のTO.NEWSも石材業界の進歩・発展に少しでも貢献することが出来るように、皆様へより良い情報をお伝えしていきます。
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　これまで、TO.NEWS内において皆様へのお役立てとして様々な商品をご紹介してきましたが、文章や画像だけでは、今一つ分か
りにくい点などがあったかと思われます。そのため「この商品はどうやって使うの？」「商品の大きさってどれくらい？」というような
様々なご質問を多く頂いておりました。出来る限り皆様にお伝えするために、商品の情報や使用方法などを詳細に掲載しているつ
もりではございますが、至らない点も多くみられたのかもしれません。
　この解決策の一つとして、皆様にもっと分かりやすく商品についてご説明できるように、藤栄では商品動画を随時UPさせて頂い
ております。動画をご覧いただく事で、文章では表現しづらかった箇所などもより具体的にご理解いただけるかと思います。「百聞は
一見にしかず」という諺もあるように、ぜひ一度ご覧下さい。
パソコンやスマートフォンから視聴可能です。

①藤栄㈱のホームページ（http://www.touei.ne.jp）
　からアクセスできます。

②「動画ライブラリー」をクリックしてください。

③気になる商品の動画をクリックすれば視聴開始です。

ご視聴手順

「藤栄動画ライブラリー」紹介！



商品についてのお問い合わせ・ご注文等は、お近くの石材工具販売店様までお問い合わせください。

TOUEIドットニュースは、メールでいち早く配信しております。配信をご希望の場合は、web@touei.ne.jp へ、
メールの本文欄に会社名・お名前をご入力の上、送信ください。（右側のＱＲコードで、上記のメールが開きます）

「ベローナ（イタリア）展示会 2018 報告」

移動用のコンプレッサーや発電機などを車（軽トラ）などに積み
おろしする際、重たくてお困りではないですか？ 二人いれば
何とか持ち上げることもできますが、さすがに一人では
四苦八苦です。そこで！ 一人でも楽々に車へ積み
おろしが可能なレールをご紹介します！
コンパクトに折りたためるので、車にその
まま積み込んで現場で作業可能！
車輪付きのコンプレッサー・
発電機・洗浄機などに
おススメです！

「アルミ積荷レール（2本組）」
持ち運びに便利で現場でも作業可能な充電式のミニポリッ
シャーです。小型ながらハイパワーで作業性にも優れていま
す。充電は40分でフル充電（連
続使用は約15分）。現場での
ちょっとした小面の研
磨や、水垢などの汚れ
除去にも適しています
（専用マジック式パッド
での使用となります）。

「コードレスミニポリッシャー」

　毎年、各メディアではお彼岸時になりますと、私たち石材業界のことが
よく取り上げられます。
　その中に、気になる記事が載っておりましたので、ご紹介いたします。
【遠く離れた実家のお墓を居住地の近くに改葬などをして整理する「墓じ
まい」についての考えを聞いたところ、「管理や墓参りがしやすくなり良い
ことだ」との回答が59.6％だったことが、9月に実施した時事通信社の
世論調査で分かった。
一方で墓じまいについて「先祖の墓を元の場所から移転すべきではな
い」との回答は21.9％にとどまった
まず、先祖代々のお墓の継承で困っていることを複数回答で聞いたとこ

ろ、「特に困っていることはない」が最多の60.4％だった。しかし、
20.9％が「遠くにあって墓参りが大変」、10.4％が「次の継承者が見つ
からない」と回答した。
お墓の移転や撤去手続きに伴って離檀料などの改装費用が掛かる場合
について、適当だと考える金額を聞くと、最も多かったのは、「30万円未
満」の49.1％「分からない」が24.9％のほか、「30万～50万円未満」が
15.1％だった（9月22日 日本経済新聞夕刊より）】

　これからのお墓の在り方などに関して、また石材店様と施主様との絆に
ついて何が出来るのか改めて考えさせられます。

　今年も世界最大の石材展示会である
MARMOMACC2018に出展しました。出展社
は56か国1,636社、来場者数は147か国
68,000人でした。当社も今回で5回目の出展と
なり、当社オリジナル商品を中心に出展させて頂
き、多くの方にブースにお立ち寄り頂きました。
　今回の展示会では、自動加工機械のブースが
活況でした。各国ともに人手不足と人件費の高
騰の対策として加工の自動化の検討を進めてい
ることが、原因ではないでしょうか。当社の取引
先の機械メーカーは、自動加工機を導入するこ
とで、品質向上と時短は当然のことながら、1台の導入で職人3人分働くので大きくコ
ストダウンが可能であると強くPRされていました。（ご興味のある方は問合せて下さ
い。）自動研磨は勿論のことですが、JET and SAWと呼ばれる、ウォータージェットと
切断機がセットになった機械が今回特に目につきました。
　欧州をはじめとする海外の石材工場は、設備投資をすることで最新の技術で、より
良いものをより安く製造できるように改善され続けていると感じます。
　また、人工大理石に対応する研磨材に対する問合せも多くあり、自然石から人工大
理石への移行が進みつつあることを、感じさせられた展示会でもありました。大判タイ
ルも増えてきており、今後日本でもセラミックタイルは大きく増えてくると思います。
　中国とアメリカの貿易戦争のためアメリカを中心に輸出していた中国の会社が、ブー
スを回ってこられ営業をされていました。今後アメリカに流れていた様々な商材が、日
本に流れてくる可能性があると思います。

６割の方が「墓じまい」を肯定される現実！

新商品紹介新商品紹介新商品紹介

折りたたんだ状態

折りたたみ部
（強化スチール）


